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第 2章では、PLDのバイオマーカー候補である HAと PAGの定量法について述べられている。著者は、
見出されたバイオマーカー候補である HA、PAG の測定の簡便性や処理能力を向上させるため、高速液体
クロマトグラフィーと質量分析装置を用いた定量法を構築した。生体試料中内因性成分である HA、PAGの








               審   査   の   要   旨 
  
著者はメタボロミクスによって、PLD惹起物質を摂取させたラットの尿中および血中から PLDサロゲー
トマーカーとして、HAおよび PAGを発見した。さらに、HAおよび PAGの定量評価系を確立した。これら
の研究成果は、薬剤誘発性 PLDの病態を非侵襲的かつ経時的に評価できる指標を提供するもので、PLD由
来の重篤な副作用の回避による患者 QOL の向上実現につながる。また、本研究成果は、創薬研究におい
て PLD 毒性の少ない候補化合物の選択に道を開くものであり、応用面において多大な貢献をすると期待
される。 
平成30年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
